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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 被検体内に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の先端面に設けられた、前記被検体内の液体を吸引する吸引口と、
　前記先端面から柱状に突出する突出部と、
　前記先端面に臨んで前記吸引口とは前記突出部を間に挟んで反対側に位置する前記液体
を、前記吸引口側に通過させる前記突出部に設けられた通路と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記突出部は、
　前記挿入部の長手方向に沿った方向を含む領域を観察する前方被写体像取得部を収容す
る第１の突出部分と、
　前記第１の突出部分に隣接して設けられた第２の突出部分と、
　を有して構成され、
　前記通路は、前記第２の突出部分に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡。
【請求項３】
　前記第１の突出部分の外周面に設けられ、前記長手方向に交差する方向を含む領域を観
察する側方被写体像取得部をさらに有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
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　前記通路は、前記第２の突出部分における前記側方被写体像取得部の視野外の位置に設
けられていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
 前記通路は、前記第２の突出部分において、前記第２の突出部分を前記長手方向に略直
交する方向に貫通する孔を有して構成されていることを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡。
【請求項６】
　前記通路は、前記第２の突出部分の底面において前記長手方向に略直交する方向に設け
られた溝を有して構成されていることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記第２の突出部分の底面には、前記長手方向の前方に向かって前記第２の突出部分が
先細りとなるよう傾斜するテーパ面が設けられていることを特徴とする請求項４に記載の
内視鏡。
【請求項８】
　前記通路は、前記突出部の外周面と、前記先端面における前記吸引口に対して前記突出
部を間に挟んで反対側の位置と、前記被検体の外表面とに囲まれた領域の前記液体を、前
記吸引口側に通過させる前記突出部の位置に設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に挿入される挿入部の先端面に、被検体内の液体を吸引する吸引口
と、先端面から柱状に突出する突出部とが設けられた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。内視鏡は、細長
い挿入部を被検体内に挿入することによって被検体内を観察することができる。
【０００３】
尚、内視鏡としては、挿入部の先端側に設けられた先端部の先端面に、観察用レンズや照
明用レンズが設けられた既知の直視型の内視鏡や、挿入部の先端部の外周面の一部に、観
察用レンズや照明用レンズが設けられた既知の側視型の内視鏡が周知である。
【０００４】
また、近年、被検体内の観察範囲を広げるため、挿入部の長手方向に沿った領域のみなら
ず、長手方向に交差する方向を含む領域の視野までも同時に観察することができる内視鏡
も周知であり、日本国特許第５７１５３０８号公報に開示されている。
【０００５】
尚、挿入部の長手方向に沿った領域の具体例としては、挿入部の先端面よりも前方領域が
挙げられ、長手方向に交差する方向を含む領域の具体的としては、長手方向に略直交する
先端部の外周面の周囲に位置する周囲方向領域が挙げられる。
【０００６】
日本国特許第５７１５３０８号公報に開示された内視鏡においては、内視鏡の挿入部にお
ける先端部の先端面から前方に柱状に突出する第１の突出部分及び第２の突出部分から構
成された突出部を有している。
【０００７】
また、第１の突出部分内において第１の突出部分の先端面に臨むように、前方被写体像取
得部である前方観察用レンズが設けられている。
【０００８】
さらに、第１の突出部分内において、前方観察用レンズの後方に、第１の突出部分の外周
面に沿って側方被写体像取得部である周囲観察用レンズが周状に設けられている。
【０００９】



(3) JP 6315874 B1 2018.4.25

10

20

30

40

50

さらに、先端部内には、周囲観察用レンズよりも後方にレンズ群が位置しており、該レン
ズ群の集光位置に、ＣＣＤ等の撮像部が位置している。
【００１０】
第１の突出部分の先端面よりも前方に位置する被写体は、前方観察用レンズによって前方
被写体像として取得され、前方観察用レンズに入光された光が周囲観察用レンズを通過し
て、後方レンズ群により撮像部に結像される構成となっている。
【００１１】
また、第１の突出部分の周囲方向に位置する被検体は、周囲観察用レンズによって側方被
検体像として取得され、周囲観察用レンズに入光された光は、該レンズ内において複数回
反射された後、後方レンズ群により撮像部に結像される構成となっている。
【００１２】
尚、表示部には、前方被写体像が略円形に表示され、側方被写体像が前方被写体像の外周
を囲むよう第２の突出部分によって遮られる領域を除いて略Ｃ字状に表示される。
【００１３】
このことにより、操作者は、表示部から前方の視野のみならず、周囲方向の視野までも同
時に観察することができる。即ち、被検体内の広範囲の観察を行うことができる。
【００１４】
さらに、第２の突出部分の先端面には、前方に位置する被検体を照明する照明用レンズや
、前方観察用レンズに流体を供給するノズルが設けられており、第２の突出部分の外周面
にも、周囲観察用レンズに流体を供給するノズルが設けられている。
【００１５】
また、先端部の先端面には、被検体内の汚物や血液等の液体を吸引する吸引チャンネルの
吸引口が開口されている。
【００１６】
ここで、日本国特許第５７１５３０８号公報に開示された内視鏡の吸引口を用いて被検体
内の液体を吸引する際、先端部の先端面において吸引口に対向して位置する液体は、吸引
口から容易に吸引することができる。
【００１７】
尚、先端面において吸引口に対向して位置する液体としては、例えば、突出部の外周面と
、先端部の先端面における吸引口の開口位置と、被検体の外表面とに囲まれた領域に位置
する液体が挙げられる。
【００１８】
しかしながら、先端部の先端面において、吸引口とは突出部を挟んで反対側に位置する液
体は、突出部、特に第２の突出部分が邪魔をしてしまい吸引口から吸引することができな
いといった問題があった。
【００１９】
尚、先端面において、吸引口とは突出部を挟んで反対側に位置する液体としては、例えば
、突出部の外周面と、先端部の先端面における吸引口に対して突出部を挟んで反対側の位
置と、被検体の外表面とに囲まれた領域に位置する液体が挙げられる。
【００２０】
また、液体が血液等の有色の場合は、病変等に付着していると病変が観察し難くなってし
まうため、必ず吸引して除去する必要がある。
【００２１】
よって、このような場合は、従来、操作者は、被検体内における先端部の先端面の位置を
移動させて液体に対して吸引口を対向させ、吸引口から液体を吸引していた。
【００２２】
しかしながら、この手法では、被検体内における前方観察用レンズまたは周囲観察用レン
ズの位置がずれてしまい、被検体内の注目部位から観察視野が外れてしまう可能性があっ
た。
【００２３】
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尚、突出部の先端面や外周面に吸引口を設けることにより、観察視野を固定したまま、突
出部によって邪魔されることなく液体を吸引する構成も考えられる。
【００２４】
　ところが、突出部の先端面及び外周面の面積は、先端部の先端面に比べ非常に小さいた
め、吸引口として、先端部の先端面に開口される吸引口と同じ開口面積を確保することが
難しい。
【００２５】
よって、吸引量が減ってしまう他、吸引口の開口位置が従来と異なることにより液体の吸
引方法が異なるため操作者は違和感を覚えてしまうといった問題があった。
【００２６】
　以上から、前方の視野のみならず、周囲方向の視野までも同時に観察することができる
内視鏡において、観察視野を動かすことなく、先端面から突出する突出部に邪魔されずに
吸引口から、吸引口とは突出部を挟んで反対側に位置する被検体内の液体を吸引できる構
成が望まれていた。
【００２７】
本発明は、上記事情及び問題点に鑑みなされたものであり、挿入部の先端部の先端面に開
口された吸引口から、該吸引口とは先端部の先端面から突出する突出部を挟んで反対側に
位置する被検体内の液体を、観察視野を動かすこと無く吸引することができる構成を具備
する内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明の一態様における内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部と、前記挿入部の先端
面に設けられた、前記被検体内の液体を吸引する吸引口と、前記先端面から柱状に突出す
る突出部と、前記先端面に臨んで前記吸引口とは前記突出部を間に挟んで反対側に位置す
る前記液体を、前記吸引口側に通過させる前記突出部に設けられた通路と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】第１実施の形態を示す内視鏡と周辺装置とから構成された内視鏡装置の一例を概
略的に示す斜視図
【図２】図１の先端部を拡大して示す部分斜視図
【図３】図２の先端部を図２中のIII方向からみた平面図
【図４】図１のモニタに前方被写体像及び側方被写体像が表示された状態を示す図
【図５】図２の通路を介して被検体内の液体を吸引口から吸引チャンネルに吸引する様子
を概略的に示す図
【図６】図２の通路を溝から構成した変形例を示す先端部の部分斜視図
【図７】図２の通路を第２の突出部分に形成されたテーパ面に起因する空間から構成した
変形例を示す先端部の部分斜視図
【図８】第２実施の形態における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して概略的に示す部分斜
視図
【図９】図８の先端部を図８中のIX方向からみた平面図
【図１０】図８の先端部の先端面に吸引口と前方送水チャンネルの開口とを連通させる溝
が形成された変形例を示す平面図
【図１１】図８の先端部の外周面に被覆されるカバーの部位に、複数の吸引孔が設けられ
た変形例を示す部分斜視図
【図１２】図１１中のXII-XII線に沿う先端部及びカバーの断面図
【図１３】突出部の先端面が液体に浸漬されている状態を概略的に示す先端部の部分斜視
図
【図１４】図１３の吸引口にノズルが装着された状態を示す先端部の部分斜視図
【図１５】図１４のノズルの先端部の先端面における装着領域の規定を示す部分斜視図
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【図１６】図１４のノズルの先端部の先端面における装着領域の図１５とは異なる規定を
示す平面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００３１】
（第１実施の形態）
図１は、本実施の形態を示す内視鏡と周辺装置とから構成された内視鏡装置の一例を概略
的に示す斜視図である。
【００３２】
図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と周辺装置１００とにより構成されている
。
【００３３】
内視鏡２は、被検体内に挿入される挿入部４と、該挿入部４の長手方向Ｎの基端（以下、
単に基端と称す）に連設された操作部３とを具備している。
【００３４】
また、内視鏡２は、操作部３から延出されたユニバーサルコード５と、該ユニバーサルコ
ード５の延出端に設けられたコネクタ３２とを具備している。
【００３５】
周辺装置１００は、架台３０に載置された、キーボード３１と、光源装置３３と、ビデオ
プロセッサ３４と、光源装置３３とビデオプロセッサ３４とを電気的に接続する接続ケー
ブル３５と、モニタ３６と、吸引ポンプ３９とを具備している。
【００３６】
また、このような構成を有する内視鏡２と周辺装置１００とは、コネクタ３２により互い
に接続されている。
【００３７】
コネクタ３２は、例えば周辺装置１００の光源装置３３に接続されている。コネクタ３２
に、挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５内に設けられた吸引チャンネル５７（図
５参照）の基端が接続された図示しない口金が設けられている。該口金に、吸引ポンプ３
９から延出されたチューブ３８が接続されている。
【００３８】
また、コネクタ３２に、挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５内に挿通された図示
しないライトガイドの基端を構成するライトガイド口金や、電気接点部等が設けられてい
る。
【００３９】
内視鏡２の操作部３に、湾曲操作ノブ９や、吸引釦１０等が設けられている。吸引釦１０
に、吸引チャンネル５７に連通する図示しない開口が設けられている。
【００４０】
吸引ポンプ３９は、駆動後、吸引釦１０の開口、吸引チャンネル５７、チューブ３８を介
して外気を吸引する。操作者により、吸引釦１０の開口が塞がれると、吸引ポンプ３９は
、吸引口１７（図２参照）、吸引チャンネル５７、チューブ３８を介して被検体内の液体
Ｗを吸引する。
【００４１】
内視鏡２の挿入部４は、該挿入部４の長手方向Ｎの先端側（以下、単に先端側と称す）に
位置する先端部６と、該先端部６の基端に連設された湾曲部７と、該湾曲部７の基端に連
設された可撓管部８とにより構成されている。
【００４２】
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湾曲部７は、操作部３に設けられた湾曲操作ノブ９により、例えば上下左右の４方向に湾
曲操作されるものである。
【００４３】
　次に、先端部６の構成について、図２～図５を用いて説明する。図２は、図１の先端部
を拡大して示す部分斜視図、図３は、図２の先端部を図２中のIII方向からみた平面図で
ある。また、図４は、図１のモニタに前方被写体像及び側方被写体像が表示された状態を
示す図、図５は、図２の通路を介して被検体内の液体を吸引口から吸引チャンネルに吸引
する様子を概略的に示す図である。
【００４４】
　図２に示すように、先端部６の先端面６ｓに、該先端面６ｓから長手方向Ｎの前方（以
下、単に前方と称す）に柱状に突出する突出部４０が設けられている。
【００４５】
突出部４０は、第１の突出部分１１と、該第１の突出部分１１に隣接して設けられた第２
の突出部分１８とから構成されている。
【００４６】
　また、図２、図３に示すように、第１の突出部分１１内に、長手方向Ｎに沿った方向を
含む領域を観察し前方被写体像８１（図４参照）を取得する前方被写体像取得部である前
方観察用レンズ１２が、第１の突出部分１１の先端面１１ｓに露出するよう設けられてい
る。
【００４７】
　尚、前方被写体像８１は、先端面１１ｓよりも前方を含む長手方向Ｎに位置する被写体
の被写体像である。
【００４８】
　また、図２に示すように、第１の突出部分１１内に、該第１の突出部分１１の外周面１
１ｇに沿って周状に露出されるとともに、長手方向Ｎに交差する方向である周囲方向を含
む領域を観察し、側方被写体像８２（図４参照）を取得する側方被写体像取得部である周
囲観察用レンズ１３が設けられている。
【００４９】
尚、第１の突出部分１１内においては、図示しないが、周囲観察用レンズ１３は、前方観
察用レンズ１２よりも長手方向Ｎの後方（以下、単に後方と称す）に位置している。
【００５０】
また、側方被写体像８２は、長手方向Ｎと略直交する径方向Ｋとなる周囲方向に位置する
被写体の被写体像である。尚、以下、周囲方向にも符号Ｋを付す。
【００５１】
また、先端部６内においては、図示しないが、周囲観察用レンズ１３よりも後方に複数の
レンズから構成された後方レンズ群が設けられており、該後方レンズ群の結像位置に、Ｃ
ＣＤ等の撮像部が設けられている。
【００５２】
撮像部は、前方観察用レンズ１２によって取得された前方の被写体と、周囲観察用レンズ
１３によって取得された周囲方向の被写体とを撮像する。
【００５３】
尚、撮像部への前方観察用レンズ１２、周囲観察用レンズ１３、後方レンズ群を介した前
方の被写体の入光構成や、周囲観察用レンズ１３、後方レンズ群を介した周囲方向の被写
体の入光構成は周知であるため、その詳しい説明は省略する。
【００５４】
撮像部によって撮像された前方被写体像８１、側方被写体像８２は、画像処理された後、
表示画像信号が生成されてモニタ３６に出力される。
【００５５】
その結果、図４に示すように、前方被写体像８１は、モニタ３６の中央に略円形に表示さ
れ、側方被写体像８２は、第１の被写体像８１の外周を囲むように略Ｃ字状に表示される
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。
【００５６】
尚、図４に示すように、モニタ３６に対して、側方被写体像８２が円環状ではなくＣ字状
に表示されてしまうのは、即ち、非表示領域８３が出来てしまうのは、周囲観察用レンズ
１３の視野の一部が、第２の突出部分１８によって遮られるためである。
【００５７】
また、図２、図３に示すように、第１の突出部分１１の外周面１１ｇにおいて、周囲観察
用レンズ１３よりも後方に、周囲方向Ｋに照明光を供給する照明用レンズ２４、２５、２
６が、図３に示すように、例えば周方向Ｃに略９０°ずれて３つ設けられている。尚、照
明用レンズの個数は、３つに限定されない。
【００５８】
　第２の突出部分１８は、先端部６の先端面６ｓ及び外周面６ｇの先端側を、第１の突出
部分１１、後述する照明用レンズ１６、吸引口１７を除いて覆うカバー６０に構成されて
いる。
【００５９】
よって、第２の突出部分１８は、先端部６及び第１の突出部分１１とは別体であり、先端
部６に対して取り付けられる。尚、第２の突出部分１８は、先端部６及び第１の突出部分
１１と一体的に形成されていても構わない。
【００６０】
第２の突出部分１８の先端面１８ｓに、前方観察用レンズ１２に向けて流体を供給する直
視観察窓用ノズル部１９が設けられている。また、先端面１８ｓに、該先端面１８ｓより
も前方に照明光を供給する照明用レンズ１５が設けられている。
【００６１】
　また、第２の突出部分１８の外周面１８ｇに、周囲観察用レンズ１３に向けて流体を供
給する周囲観察窓用ノズル２２が、例えば２つ設けられている。尚、周囲観察窓用ノズル
２２の個数は、２つに限定されない。
【００６２】
　さらに、先端部６の先端面６ｓに、被検体内の液体Ｗを吸引する吸引チャンネル５７（
図５）の長手方向Ｎの先端（以下、単に先端と称す）が吸引口１７として開口されている
。
【００６３】
尚、液体Ｗとしては、内視鏡２が医療用の内視鏡の場合においては、体内における体液、
血液、生体組織、汚物等が挙げられる。
【００６４】
また、先端面６ｓに、該先端面６ｓよりも前方に照明光を供給する照明用レンズ１６が設
けられている。
【００６５】
　ここで、第２の突出部分１８に、図３、図５に示すように、先端面６ｓに臨んで吸引口
１７とは突出部４０を挟んで反対側に位置する液体Ｗを、吸引口１７側に通過させる通路
５０が設けられている。
【００６６】
　具体的には、通路５０は、図２、図５に示すように、第２の突出部分１８における周囲
観察用レンズ１３の視野外の位置において、第２の突出部分１８を長手方向Ｎに略直交す
る方向に貫通する孔から構成されている。
【００６７】
尚、孔としては、直径１ｍｍ程度が一例として挙げられるが、第２の突出部分１８の大き
さによりその径に限定されない。
【００６８】
　より具体的には、通路５０は、図３、図５に示すように、突出部４０の外周面４０ｇと
、先端面６ｓにおける吸引口１７に対して突出部４０を挟んで反対側の位置６ｓｒと、被



(8) JP 6315874 B1 2018.4.25

10

20

30

40

50

検体の外表面Ｈとに囲まれた領域Ａの液体Ｗを、吸引口１７側に通過させる第２の突出部
分１８の位置に形成されている。
【００６９】
　さらに、通路５０は、第２の突出部分１８内において、直視観察窓用ノズル部１９に連
通する図示しない流体管路及び照明用レンズ１５に照明光を供給する図示しないライトガ
イドに干渉する位置を避けて形成されている。
【００７０】
　尚、その他の内視鏡装置１の構成は、従来と同じであるため、その説明は省略する。
【００７１】
　このように、本実施の形態においては、第２の突出部分１８に、先端面６ｓに臨む吸引
口１７とは突出部４０を挟んで反対側に位置する液体Ｗを、吸引口１７側に通過させる通
路５０が設けられていると示した。
【００７２】
　このことによれば、図４に示すように、例えば周囲観察用レンズ１３を用いて側方被写
体像８２を観察中に、病変Ｂ１とともに液体Ｗを操作者がモニタ３６から視認した際、操
作者は、吸引釦１０の開口を塞ぐ。
【００７３】
このことにより、突出部４０の外周面４０ｇと、先端面６ｓにおける吸引口１７に対して
突出部４０を挟んで反対側の位置６ｓｒと、被検体の外表面Ｈとに囲まれた領域Ａの液体
Ｗを、病変部Ｂ１を視認したまま、図５に示すように、突出部４０に邪魔されることなく
通路５０を介して吸引口１７から吸引することができる。
【００７４】
　よって、図４に示すように、例え液体Ｗによって病変部Ｂ２が覆われてしまっていたと
しても、液体Ｗを吸引することができることから、即ち、液体Ｗを領域Ａから除去するこ
とができることから、病変部Ｂ２の見落としを防止することができる。
【００７５】
　また、液体Ｗの吸引に、先端部６の位置を変える必要がないことから、病変部Ｂ１を見
失ってしまうことなく液体Ｗの吸引を行うことができる。
【００７６】
以上から、挿入部４の先端部６の先端面６ｓに開口された吸引口１７から、該吸引口１７
とは突出部４０を挟んで反対側に位置する被検体内の液体Ｗを、観察視野を動かすこと無
く吸引することができる構成を具備する内視鏡２を提供することができる。
【００７７】
　尚、以下、変形例を、図６を用いて示す。図６は、図２の通路を溝から構成した変形例
を示す先端部の部分斜視図である。
【００７８】
　上述した本実施の形態においては、通路５０は、第２の突出部分１８における周囲観察
用レンズ１３の視野外の位置において、第２の突出部分１８を長手方向Ｎに略直交する方
向に貫通する孔から構成されていると示した。
【００７９】
　これに限らず、図６に示すように、通路５０は、第２の突出部分１８における周囲観察
用レンズ１３の視野外の位置において、第２の突出部分１８の底面において、該第２の突
出部分１８を長手方向Ｎに略直交する方向に貫通する溝から構成されていても構わないこ
とは勿論である。このような構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得る
ことができる。
【００８０】
　また、以下、変形例を、図７を用いて示す。図７は、図２の通路を第２の突出部分に形
成されたテーパ面に起因する空間から構成した変形例を示す先端部の部分斜視図である。
【００８１】
　また、図７に示すように、通路５０は、第２の突出部分１８における周囲観察用レンズ



(9) JP 6315874 B1 2018.4.25

10

20

30

40

50

１３の視野外の位置において、第２の突出部分１８の底面において、該第２の突出部分１
８を長手方向Ｎに略直交する方向に貫通するとともに前方に向かって先細りとなるよう傾
斜するテーパ面１８ｔに起因する空間から構成されていても構わないことは勿論である。
このような構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８２】
　さらに、通路５０は、液体Ｗを通路５０に誘引しやすくするよう、通路５０の領域Ａ側
（図５参照）の入口に親水処理が施されていたり、細かい溝が形成されていたりしても構
わない。
【００８３】
（第２実施の形態）
図８は、本実施の形態における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して概略的に示す部分斜視
図、図９は、図８の先端部を図８中のIX方向からみた平面図である。
【００８４】
この第２実施の形態の内視鏡の構成は、上述した図１～図７に示した第１実施の形態の内
視鏡と比して、前方送水チャンネルを吸引チャンネルに接続することにより、前方送水チ
ャンネルの開口を介して、先端面に臨む吸引口とは突出部を挟んで反対側に位置する液体
Ｗを吸引する点が異なる。
【００８５】
よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、そ
の説明は省略する。
【００８６】
図８、図９に示すように、本実施の形態においては、先端面６ｓにおける吸引口１７に対
して突出部４０を挟んで反対側の位置６ｓｒに、挿入部４、操作部３、ユニバーサルコー
ド５、コネクタ３２内に挿通された前方送水チャンネル６７の開口２７が形成されている
。
【００８７】
尚、前方送水チャンネル６７は、本来、開口２７を介して長手方向Ｎの前方に流体を供給
するためのものである。
【００８８】
また、前方送水チャンネル６７は、挿入部４内において、吸引チャンネル５７に接続チャ
ンネル１５０を介して接続されている。尚、その他の構成は、上述した第１実施の形態と
同じである。
【００８９】
このような構成によれば、先端面６ｓにおいて吸引口１７に対して突出部４０を挟んで反
対側の位置６ｓｒに対向する液体Ｗ、即ち、突出部４０の外周面４０ｇと、位置６ｓｒと
、被検体の外表面Ｈとに囲まれた領域Ａ側の液体Ｗ（図５参照）を、操作者は、病変部Ｂ
１を視認したまま、図５に示すように、突出部４０に邪魔されることなく吸引チャンネル
５７に接続チャンネル１５０により接続された前方送水チャンネル６７を介して開口２７
から吸引することができる。よって、上述した第１実施の形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００９０】
尚、以下、変形例を、図１０を用いて示す。図１０は、図８の先端部の先端面に吸引口と
前方送水チャンネルの開口とを連通させる溝が形成された変形例を示す平面図である。
【００９１】
図１０に示すように、前方送水チャンネル６７と吸引チャンネル５７との接続は、先端面
６ｓに形成された吸引口１７と開口２７とを連通させる溝６ｍにより行われる構成であっ
ても構わない。
【００９２】
このような構成によれば、先端面６ｓにおいて吸引口１７に対して突出部４０を挟んで反
対側の位置６ｓｒに対向する液体Ｗは、溝６ｍを介して吸引口１７から吸引されるため、
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上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００９３】
尚、溝は、先端面６ｓに限らず、第２の突出部分１８を構成するカバー６０に形成されて
いても構わないことは勿論である。
【００９４】
この場合、上述した第１実施の形態の通路５０と同様に、溝は、カバー６０に対して、直
視観察窓用ノズル部１９に連通する図示しない流体管路及び照明用レンズ１５に照明光を
供給する図示しないライトガイドに干渉する位置を避けて形成されていれば良い。
【００９５】
また、以下、別の変形例を、図１１、図１２を用いて示す。図１１は、図８の先端部の外
周面に被覆されるカバーの部位に、複数の吸引孔が設けられた変形例を示す部分斜視図、
図１２は、図１１中のXII-XII線に沿う先端部及びカバーの断面図である。
【００９６】
図１１、図１２に示すように、先端部６に被覆されるカバー６０において、先端部６の外
周面６ｇの先端側に被覆される部位に、複数の吸引孔６１が形成され、該各吸引孔６１は
、カバー６０の内周面において周方向Ｃに沿って形成された管路６０ｒを介して吸引チャ
ンネル５７に接続される構成であっても構わない。
【００９７】
このような構成によっても、領域Ａの液体Ｗは、吸引孔６１、管路６０ｒを介して吸引チ
ャンネル５７によって吸引されるため、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００９８】
さらに、上述した本実施の形態においては、位置６ｓｒに前方送水チャンネル６７の開口
２７が形成され、前方送水チャンネル６７が接続チャンネル１５０を介して吸引チャンネ
ル５７に接続されていると示した。
【００９９】
これに限らず、位置６ｓｒに、挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５、コネクタ３
２内に挿通されるとともに吸引ポンプ３９に接続された図示しない他の吸引チャンネルの
吸引口が形成されていたとしても、領域Ａ（図５参照）の液体Ｗは、他の吸引管路の吸引
口から吸引することができるため、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができ
る。
【０１００】
図１３は、突出部の先端面が液体に浸漬されている状態を概略的に示す先端部の部分斜視
図、図１４は、図１３の吸引口にノズルが装着された状態を示す先端部の部分斜視図であ
る。また、図１５は、図１４のノズルの先端部の先端面における装着領域の規定を示す部
分斜視図、図１６は、図１４のノズルの先端部の先端面における装着領域の図１５とは異
なる規定を示す平面図である。
【０１０１】
ところで、上述したように、吸引口１７は、先端面６ｓに開口されていることから、図１
３に示すように、突出部４０の先端面４０ｓが液体Ｒに浸漬されている状態においては、
吸引口１７から液体Ｒを吸引することができない。
【０１０２】
そこで、図１４に示すように、吸引口１７に、先端面４０ｓが液体Ｒに浸漬されている状
態において液体Ｒに接触可能な吸引口１７’を有するノズル１０７が装着されていても構
わない。
【０１０３】
尚、この場合、ノズル１０７は、図１５に示すように、周囲観察窓用ノズル２２の流体供
給範囲Ｔ及び周囲観察用レンズ１３の視野範囲Ｓを妨げない領域Ｖ、並びに図１６に示す
ように、各照明用レンズ２４～２６の照明範囲Ｌを妨げない領域Ｖに配置する必要が生じ
る。
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【０１０４】
尚、これらの条件を満たすため、図１４に示すように、ノズル１０７の先端側を傾斜形状
にする等にしても良いことは勿論である。
【０１０５】
また、上述した第１、第２実施の形態においては、１つのモニタに、複数の被写体像を表
示する場合を例に挙げて示したが、これに限らず、複数のモニタに、被写体像を表示させ
ても良いことは云うまでもない。
【０１０６】
さらに、上述した第１、第２実施の形態における内視鏡２は、医療用に限定されず、工業
用においても適用可能であるということは勿論である。
【０１０７】

　本出願は、２０１６年６月１４日に日本国に出願された特願２０１６－１１７７３１号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、図面に引用されたものである。
【要約】
被検体内に挿入される挿入部と、挿入部の先端面６ｓに設けられた、被検体内の液体を吸
引する吸引口１７と、先端面６ｓから柱状に突出する突出部４０と、先端面６ｓに臨んで
吸引口１７とは突出部４０を間に挟んで反対側に位置する液体を、吸引口１７側に通過さ
せる突出部４０に設けられた通路５０と、を有する。
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